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裏庭が綺麗になりました！ 

外の活動に参加出来るように 

なったわけは・・・ 

詳しくは、中ページをご覧下さい。 

駐車場の落ち葉

掃除担当！！ 

花の水やりは 

任せて！ 
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「 TDSN（Tanpopo Daily Support News）38   

          ～シンプルに本人からの視点で伝えてみる～ 」 

日々の支援の中で、利用者へ伝えたいことがある。その時にどうすれば伝わるかを考えてみる。「情

報が複雑になり分かりにくくなっていないか」「はたして本人の視点になっているのか」と改めて考え

てみる。もちろん、一人ひとりに合った方法で。今回は、そんな日々の支援の中、本人の行動が変わ

っていくことで、本人が持つ力が更に発揮できる場が拡がっていったことを紹介したいと思います。 

 
H さんは、シンプルできっちりとしたものが好きです。とても真面目で、手先が器用です。お話も

好きです。趣味である旅行・ご当地の美味しいグルメ情報やラジオ・テレビ番組の話し等を、本人な

りの言葉巧みな表現で、積極的にしてくれます。文字の理解もあり休憩中は旅行雑誌を読んで過ごし

ます。 
そんな H さんは、他にも伝えたい何かがあります。その何かを伝える手段が大声を出して伝えるこ

とでした。大声を出すことで、本人自身も時には喉を枯らし辛そうに見えました。また、その声量は

周囲にも影響を及ぼしていました。そして何より大声を出すことで、本人の活動や生活が狭まってい

ることもありました。 
大声を出した回数を数えてみました。２０１５年４月には１か月で３３９回ありました。１日の中

で声が出る時間帯は定まってはいませんでした。大声を出すには何かしらの理由があり、本人はその

表出方法を取っている。その理由を想定して、その理由に対して支援をしてきました。しかし「大声

を出す」ことは続きました。また、記録を付けて行く中で、本人の視点の先にある、本人が興味あり

そうなものも見えてきました。本人がふぁずで主に行う日中の作業は、定番であるケーブル作業でし

た。他に受注してくるネジの袋詰め作業やお菓子の箱の仕切り折りの作業には携わっていませんでし

た。本人の行動を見ていると、上記業者から新たに受注されてくる様々な作業種に、興味があるよう

でした。その「興味ある」を活かして、本人へ新たに受注した作業に挑戦しますかと尋ねました。本

人は間髪入れずに「やるやる」と、意欲満々に返答してきました。 
その時、受注した作業種は、ナットを検品する作業でした。検品方法は、ボルトにナットを回し込

み、回りきったらＯＫ。回りきらないものはＮＯ。 
この作業を、①ナットを回し込み、ＯＫナットとＮＯナットを分別する。②ナットを外してボルト

を再利用。①と②を利用者２名で分担する流れ作業で行いました。 
①の工程は、本人の「きっちり」を活かせる作業だと支援者側は想定しました。 
しかし、作業を組むパートナーを目の前に、あの大きな声を出されては、流れ作業に影響を及ぼす

ことが想定できました。その事をどう伝えるか。興味あるものをプラスに取り入れ「大声を出す」こ

とへは、シンプルに NO と伝えることを２０１５年６月に試みました。今までの定番作業にはなかっ

たが、新しい受注作業を行うには、「注意点・マナー」が付属していることを伝えました。 
今回は、失敗が許されない受注作業という緊張感の下、どうしたら伝わるのかを改めて考えました。

そもそも、この作業に携わるのは支援者ではなく「本人」です。つまり、本人を主語にして考えまし

た。そうすることで、おのずと方法は明確になりました。伝えたい内容を「シンプルに本人からの視

点で」です。 
                                               

－２－ 
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「大声を出す」ことをシンプルに NO と伝

えたい。しかし「大声を出さない」は、支援

者側が使っている一般的な言葉です。本人が

この「大声を出す」行動の後に、発するのは

「ぎゃーの声はださなくていいですよ」でし

た。本人の視点、本人なりの巧みな言葉使い

の方が、本人には伝わるのではないかと、本

人と言葉を選びました。そして一緒に注意

点・マナーを記載した提示書を作成していき

ました。「ぎゃーの声はださなくていいです

よ」以外にも、記載内容は幾点かありました

（右写真 A）。本人からは「あっ、そうなの」

というリアクションがありました。本当に知らなかったんだと思う程の反応でした。作成した提示書

内容を、作業開始前に一緒に確認をしました。その提示書を作業机に置き、ナットの検品作業を始め

ました。ボルトにナットが回る音が響く中、黙々と流れ作業は進んでいきました。本人の「きっちり」

には、とてもピッタリな作業でした。そして「ぎゃーの声を出す」ことは、２０１５年６月に１６８

回になりました。（下写真 B） 

 

 
以降、受注作業数が増えていきました。同時に本人が受注作業に取り組む時間が長くなり、本人の

「ぎゃーの声を出す」回数は減っていきました。約半年後の２０１６年１月には２７回。1 年後の２

０１６年６月では、９回になりました。新しく本人が行う作業が展開していく中、本人から、提示書

に追加して欲しい内容を「○○○○○って、書いといてよ」と要求してくることもありました。自ら

要求してくるということは、本人に必要な提示書になっているのではないかと想います。 
まだ「ぎゃーの声」は出る時があります。それは主に注意点・マナーを確認していない時間帯です。 

回数が減っていくという変化の他、「ぎゃーの声」の声量も小さくなってきました。何故変化したかは、

わかりません。本人からは、その理由を教えてはくれません。ただ、支援者側からは、「ぎゃーの声を

出す」こと自体、やはり本人自身とても辛かったのではないのかと想っています。 
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写真 A 

新しい仕事！ 

ボルトの検品作業

に取り組みまし

た！！ 

写真 B 写真 B 
流れ 

作業 
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この本人の行動の変化により、本人の活動の場も拡がりました。「ぎゃーの声はださなくていいです

よ」を念頭に、ふぁずを出て、外での活動にも取り組みました。ふぁず、目の前の海風に乗ってか、

建物の周辺には、色々な花々が咲き乱れます。季節によっては、手入れが必要です。その手入れを、

今では本人と職員とで行っています。もちろん、本人が「やるやる」と意欲満々に応えてくれた上で、

注意点・マナーを確認してです。晴れた５月のある初夏、本人は額に汗をかき４５ℓ袋１１袋分の草な

どを集め、ふぁず外周を一新するかのように綺麗にしてくれました。（下写真 C） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
本人がもたらした変化は、今、本人が本来持つ様々な面を教えてくれています。多種にわたる受注

作業では、本人の手先の器用さ、「やるやる」を口癖に作業への意欲や責任感、流れ作業では他者と協

力し合いながら作業をする姿、外に出ての活動では額に汗をかき草を集めるなどなど。 
H さん今後も、新たな変化を一緒に作っていきましょう！！  
                                  文：酒井 真俊 

 新 任 紹 介  

  
初めまして。４月１２日からこっとんはうすでお世話になってい

ます、国分清美です。 

 

２月に九州は大分から、主人の地元橫須賀に引っ越して来まし

た。ペットのうさぎの体調が心配でしたが、何とか無事に来られ

ました。ここに引っ越して来て、大好きな海も近いですし、みな

さんの人柄も良く、毎日楽しく過ごせています。 

 趣味は、花や野菜を育てる事です。得意な料理は煮物、スープ

類です。 

 これからも、元気に頑張って、少しでもお役に立てればと思っ

ています。 

 どうぞ、よろしくお願い致します。  
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写真 C 写真 C 
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第１号の１様式 第２号の１様式
(単位：円) (単位：円)

予　算 決　算 差　異 当年度決算 前年度決算 増　減
0184 障害福祉サービス等事業収入 134,178,000 134,422,949 244,949 0075 障害福祉サービス等事業収益 134,422,949 134,422,949
0198 借入金利息補助金収入 170,500 170,500 0089 経常経費寄附金収益 557,650 557,650
0199 経常経費寄附金収入 557,750 557,650 -100 0090 その他の収益 1,140,671 1,140,671
0200 受取利息配当金収入 45,770 50,432 4,662     サービス活動収益計(1) 136,121,270 136,121,270
0201 その他の収入 2,813,010 2,809,064 -3,946 0015 人件費 83,339,038 83,339,038
0 2 0 2  流動資産評価益等による資金増加額 0016 事業費 10,932,444 10,932,444
    事業活動収入計(1) 137,765,030 138,010,595 245,565 0017 事務費 20,073,191 20,073,191
0129 人件費支出 82,110,580 82,337,268 -226,688 0027 減価償却費 8,281,020 8,281,020
0130 事業費支出 10,838,670 10,932,444 -93,774 0028 国庫補助金等特別積立金取崩額 -10,380,811 -10,380,811
0131 事務費支出 20,108,309 20,073,191 35,118 0029 徴収不能額

0137 支払利息支出 170,500 170,500 0030 徴収不能引当金繰入

0138 その他の支出 924,660 924,560 100 0031 その他の費用

0 1 4 0  流動資産評価損等による資金減少額     サービス活動費用計(2) 112,244,882 112,244,882
    事業活動支出計(2) 114,152,719 114,437,963 -285,244     サービス活動増減差額(3)=(1)-(2) 23,876,388 23,876,388
    事業活動資金収支差額(3)=(1)-(2) 23,612,311 23,572,632 -39,679 0092 借入金利息補助金収益 170,500 170,500
0204 施設整備等補助金収入 4,125,000 4,125,000 0093 受取利息配当金収益 50,432 50,432
0205 施設整備等寄附金収入 0096 投資有価証券評価益

0206 設備資金借入金収入 0097 投資有価証券売却益

0207 固定資産売却収入 0098 その他のサービス活動外収益 1,668,393 1,668,393
0208 その他の施設整備等による収入     サービス活動外収益計(4) 1,889,325 1,889,325
    施設整備等収入計(4) 4,125,000 4,125,000 0033 支払利息 170,500 170,500
0143 設備資金借入金元金償還支出 5,500,000 5,500,000 0036 投資有価証券評価損

0144 固定資産取得支出 246,584 246,584 0037 投資有価証券売却損

0145 固定資産除却・廃棄支出 0038 その他のサービス活動外費用 924,560 924,560
0 1 4 6  ファイナンス・ リース債務の返済支出     サービス活動外費用計(5) 1,095,060 1,095,060
0147 その他の施設整備等による支出     サービス活動外増減差額(6)=(4)-(5) 794,265 794,265
    施設整備等支出計(5) 5,746,584 5,746,584     経常増減差額(7)=(3)+(6) 24,670,653 24,670,653
    施設整備等資金収支差額(6)=(4)-(5) -1,621,584 -1,621,584 0100 施設整備等補助金収益 4,125,000 4,125,000
0 2 1 0  長期運営資金借入金元金償還寄附金収入 0101 施設整備等寄附金収益

0211 長期運営資金借入金収入 0103 固定資産受贈額

0212 長期貸付金回収収入 0104 固定資産売却益

0213 投資有価証券売却収入 0107 サービス区分間繰入金収益

0214 積立資産取崩収入 205,180 205,180 0110 サービス区分間固定資産移管収益

0223 サービス区分間繰入金収入 0111 その他の特別収益

0224 その他の活動による収入     特別収益計(8) 4,125,000 4,125,000
    その他の活動収入計(7) 205,180 205,180 0040 基本金組入額

0149 長期運営資金借入金元金償還支出 0041 資産評価損

0150 長期貸付金支出 0042 固定資産売却損・処分損 1 1
0151 投資有価証券取得支出 0 0 4 3  国庫補助金等特別積立金取崩額(除)

0152 積立資産支出 1,207,000 1,206,950 50 0044 国庫補助金等特別積立金積立額 4,125,000 4,125,000
0161 サービス区分間繰入金支出 0045 災害損失

0162 その他の活動による支出 0048 サービス区分間繰入金費用

    その他の活動支出計(8) 1,207,000 1,206,950 50 0051 サービス区分間固定資産移管費用

    その他の活動資金収支差額(9)=(7)-(8) -1,001,820 -1,001,770 50 0052 その他の特別損失

    予備費支出(10)     特別費用計(9) 4,125,001 4,125,001
    ―     特別増減差額(10)=(8)-(9) -1 -1

    当期資金収支差額合計(1 1 )= (3 )+ (6 )+ (9 )- (1 0 ) 20,988,907 20,949,278 -39,629     当期活動増減差額(11)=(7)+(10) 24,670,652 24,670,652
    前期繰越活動増減差額(12) 239,748,756 239,748,756

    前期末支払資金残高(12) 204,432,675 204,432,675     当期末繰越活動増減差額(1 3 )= (1 1 )+ (1 2 ) 264,419,408 264,419,408
    当期末支払資金残高(11)+(12) 225,421,582 225,381,953 -39,629     基本金取崩額(14)

    その他の積立金取崩額(15)

    その他の積立金積立額(16)

    次期繰越活動増減差額( 17) =( 13) +( 14) +( 15) -( 16) 264,419,408 264,419,408
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資金収支計算書
(自) 平成27年 4月 1日 (至) 平成28年 3月31日

事業活動計算書
(自) 平成27年 4月 1日 (至) 平成28年 3月31日

勘　定　科　目

第３号の１様式
(単位：円)

当年度末 前年度末 増    減 当年度末 前年度末 増    減
0001 流動資産 228,460,700 228,460,700 0006 流動負債 3,078,747 3,078,747
  1111 現金預金 205,808,374 205,808,374   2111 短期運営資金借入金

  1121 有価証券   2112 事業未払金

  1131 事業未収金 21,823,268 21,823,268   2113 その他の未払金 715,676 715,676
  1132 未収金 8,000 8,000   2114 支払手形

  1133 未収補助金   2121 役員等短期借入金

  1134 未収収益   2122 1年以内返済予定設備資金借入金

  1141 貯蔵品   21 2 3  1 年以内返済予定長期運営資金借入金

  1142 医薬品   2124 1年以内返済予定リース債務

  1144 給食用材料   21 2 5  1 年以内返済予定役員等長期借入金

  1161 立替金   21 2 7  1 年以内返済予定拠点区分間長期借入金

  1162 前払金   21 2 8  1 年以内返済予定ｻｰﾋ ﾞｽ区分間長期借入金

  1163 前払費用 821,058 821,058   2129 1年以内支払予定長期未払金

  1171 1年以内回収予定長期貸付金   2131 未払費用 1,638,175 1,638,175
  1175 短期貸付金   2132 預り金

  1178 サービス区分間貸付金   2133 職員預り金 639,789 639,789
  1181 仮払金   2141 前受金

  1191 その他の流動資産   2142 前受収益

  1192 徴収不能引当金   2144 拠点区分間借入金

0002 固定資産 235,800,087 235,800,087   2145 サービス区分間借入金

0003 基本財産 174,732,813 174,732,813   2151 仮受金 85,107 85,107
  1211 土地 83,679,372 83,679,372   2152 賞与引当金

  1212 建物 91,053,441 91,053,441   2211 その他の流動負債

  1221 定期預金 0007 固定負債 10,120,600 10,120,600
  1222 投資有価証券   2311 設備資金借入金

0004 その他の固定資産 61,067,274 61,067,274   2312 長期運営資金借入金

  1311 土地   2313 リース債務

  1312 建物 4,106,876 4,106,876   2314 役員等長期借入金

  1313 構築物 2,078,963 2,078,963   2316 拠点区分間長期借入金

  1314 機械及び装置   2317 サービス区分間長期借入金

  1315 車輌運搬具 440,299 440,299   2321 退職給付引当金 10,120,600 10,120,600
  1316 器具及び備品 628,221 628,221   2322 長期未払金

  1317 建設仮勘定   2411 その他の固定負債

  1319 有形リース資産 負債の部合計 13,199,347 13,199,347
  1321 権利 78,762 78,762
  1322 ソフトウェ ア 753,786 753,786
  1323 無形リース資産 0009 基本金 41,510,583 41,510,583
  1324 投資有価証券   3111 基本金 41,510,583 41,510,583
  1325 長期貸付金 0010 国庫補助金等特別積立金 103,020,078 103,020,078
  1328 サービス区分間長期貸付金   3211 国庫補助金等特別積立金 103,020,078 103,020,078
  1329 退職給付引当資産 10,120,600 10,120,600 0011 その他の積立金 42,111,371 42,111,371
  1331 長期預り金積立資産   3221 その他の積立金 42,111,371 42,111,371
  1332 その他の積立資産 42,111,371 42,111,371 0012 次期繰越活動増減差額 264,419,408 264,419,408
  1333 差入保証金 270,000 270,000   3311 次期繰越活動増減差額 264,419,408 264,419,408
  1334 長期前払費用     3312 （うち当期活動増減差額） 24,670,652 24,670,652
  1341 その他の固定資産 478,396 478,396 純資産の部合計 451,061,440 451,061,440
資産の部合計 464,260,787 464,260,787 負債及び純資産の部合計 464,260,787 464,260,787

純  資  産  の  部

貸借対照表
平成28年 3月31日現在

資    産    の    部 負    債    の    部
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た ん ぽ ぽ の 郷 後 援 会 の ご 案 内 

たんぽぽの郷後援会は、横須賀・三浦地区に在住の「自閉症」という障害を伴った人たちが、地域

の一員として自分らしく生活していくために、必要な支援に取り組んでいる【社会福祉法人横須賀た

んぽぽの郷】の活動を支援する事を目的に組織されました。 

 

▼ 年 会 費  個人会員 １口   ３，０００円 

          団体会員 １口  １０，０００円 

 

たんぽぽの郷後援会にご理解、ご協力くださる方は、下記の郵便為替口座をご利用ください。 

郵 便 為 替 口 座 番 号     ００２４０－９－１７４７４ 

郵便為替口座加入者名     た ん ぽ ぽ の 郷 後 援 会 



ボランティアさん 大募集中！ 

わたげ・ふぁず・こっとんはうすで、自閉症を伴う方々と一緒に何か活動してみませんか？ 

作業の検品､余暇活動の支援､清掃等、お手伝いをしていただける方がいましたら､ご連絡ください！！ 

    〈連絡先〉                                                        

わ た げ   電話：０４６－８４４－００３８ （担当：つしま） 

E－mail：aaq40690@hkg.odn.ne.jp 

ふ ぁ ず   電話：０４６－８８８－３９６１ （担当：さかい） 

E－mail：adz13970@ams.odn.ne.jp 

こっとんはうす  電話：０４６－８５２－８３５５ （担当：ひがしがわ） 

E－mail： tanpoponosato-ch-rg250e@jcom.home.ne.jp 

 

編集後記 ～編集部～ 

 毎日暑い日が続きますね。夏と言えば・・花火！！ 先日、打上げ花火は後ろや上からはどう見えるのかがイン

ターネットで話題になっていました。答えは・・丸い花火はどこから見ても丸いのだそうです！（へええ～） 

ところで、私の地元の花火大会は、水上花火が迫力満点なんです。最近はどのようにしているのか分かりませ

んが、私が小さい頃は、水上花火の数メートル前を小さな高速ボートが走り、次々に水中に火薬玉を投げ入れて

いて、花火の迫力にも増して、ボートと花火の追いかけっこにハラハラしました。ボートに乗っている人たちに

とって花火大会の日は、1年で1番大変な、命がけの日なんだろうなと思ったのを覚えています。私にとっての花

火大会は、夏休みで1番わくわくする日だったのに。 

1つの物事について、人によって立場によって、捉え方、感じ方は異なる。自分が楽しいと思う事が相手も楽し

いと思うとは限らない。利用者のみなさんの代弁者となるべく私たちは日々努めていますが、思い込みの代弁者

にならないよう、このことを忘れずに取り組んでいきたいと思います。 

でも花火は何にも考えず、きれいだね～と言いながらビールを一杯！が最高ですよね！！   庄司 

編 集 社会福祉法人 横須賀たんぽぽの郷   〒239-0824 横須賀市西浦賀３－１３－２１ 

TEL:046-844-0038／FAX：046-844-0036 E－mail：aaq40690@hkg.odn.ne.jp 

                                              

－６－ 


